
ＩＣＴを活用した家庭学習のススメ
～家庭と学校の学びをつなぐ～

授業と家庭学習のつながりを見直すことで、学びの質を高めましょう

それぞれの時間を十分確保することに困難を感じる場合がある

・個々の問題意識を高める

・自分の考えをもたせる

・話合いや意見交流で学びを深める

・学びを振り返る など

授業の時間が45(50)分では
足りない･･･

宿題を学力向上に
どう生かそうか･･･

令和３年度全国学力・学習状況調査 児童生徒質問紙

・平日の学習時間が１時間以上 （ ）内は全国比

小学校６４．５（＋２．０） 中学校８０．２（＋４．３）

・休日の学習時間が２時間以上

小学校２７．３（－２．４） 中学校６１．８（＋８．３）

教師の悩み

児童生徒の思い

授業中にもう少し
話合いをしたかったな･･･

授業中活躍したいな･･･
家で勉強する

やる気が出ないな･･･

宿題があるから
勉強しなくちゃ･･･

家庭における学習環境の差への対応

社会のニーズ



ＩＣＴを活用した家庭学習のススメ
～家庭と学校の学びをつなぐ～

授業と家庭の学びの連携を深めることで、授業時間を最大限に充実させましょう

授業と家庭の学びの連携を深めるイメージ
従来の授業と

家庭学習のイメージ

問題練習

反復練習

授
業

家庭
学習

学校

基本的な学習内容を
予習する活動

全ての活動を
担う授業

＜活動例＞

知識及び技能に関わる学習活動

思考力・判断力・表現力等に関わる学習活動

ICT活用 家庭ICT活用

家庭学習も含めて、授業の計画を立てることが大切です

授業での学びを深める・広げる

復習型

次の授業の充実に向けて準備する

予習型

・デジタルドリルで個に応じた問題練習を行う

・授業中に記録した動画や写真を確認する

・デジタル教材を見ながら練習をする

＜活動例＞

・授業で必要となる情報を調べる【別紙１】

・授業で使う動画や写真を撮影する【別紙１】

・次時に追究する問題を解いてノートの画像を提出する

・資料を読み、自分の考えや立場をアンケート

・動画教材で学ぶ【別紙３】

フォームで回答する【別紙２】

・授業で学んだ内容に関わる情報を調べる
【別紙２】

・授業を振り返り、学習データを蓄積する



ＩＣＴを活用した家庭学習のススメ
～家庭と学校の学びをつなぐ～

学びの「時間」と
「空間」(教室・家庭)を
組み換える

個別最適な学び
協働的な学びの一層の充実

各教科等の学びの本質に迫る
思考力・判断力・表現力等を
発揮する学習活動の充実

１．復習型と予習型

２．予習型の学習効果

「ＩＣＴの活用」と「学習過程の工夫」により、個別最適な学びと協働的な学びのより一体的な充実を図ります。



ＩＣＴを活用した家庭学習のススメ
～家庭と学校の学びをつなぐ～

家庭学習で情報収集して授業とつなげる
＜情報収集する活動の例：調べる、記録する等＞
・国語 読む活動をビデオ機能で録画する
・生活 身の回りの気付きに関わる事象や自然を動画や写真に納める
・社会 問題解決に必要な資料をインターネットで収集する
・数学 統計的なデータをインターネットで収集する など

共有フォルダなどに保存された友人の文章の中から、振り返りの観点に沿って、
文章の構成に関わる言語活動の材料を集める学習を、家庭で行います。

＜学習意欲の向上＞
自分のペースで、自分に必要な材料を吟味しながら収集できるため、思いを
もって授業に臨ませることができます。

＜学びを深める活動の充実＞
材料の収集に関わる時間を軽減できるため、考えを形成したり、表現したり、
対話したりする活動を重点的に行うことができます。

＜スムーズな導入＞
家庭学習で本時の学習活動に必要な材料を集めさせているため、
めあての設定後、すぐにねらいに迫るための活動に入らせることができます。

家庭学習の情報収集する活動を授業につなぐと･･･

例．はばプラⅡ国語科「まとめる」過程

単元の課題（単元のゴール）を明確にして、次時の学習と必要な材料を
児童生徒と共有することにより、家庭で行う学習の見通しをもたせます。

家庭学習と授業の学びをつなげるために･･･

一
部
分
の
学
習
活
動
を
家
庭
で

予習型の例①

別紙１



ＩＣＴを活用した家庭学習のススメ
～家庭と学校の学びをつなぐ～

家庭学習で問題を解いて授業とつなげる
＜問題を解く活動の例＞
・社会 調べた情報を整理して自分の考えをもち、プレゼンソフト等で表現する
・算数・数学 自分なりの解決方法をノートに示し、画像に撮影して提出する
・理科 実験動画を視聴し、その結果などを表計算ソフト等で整理・分析する
・道徳 資料を読み、自分の考えや立場をアンケートフォームで回答する など

例．はばプラⅡ算数・数学科「追究する」過程

＜学びのつながりの重視＞
単位時間内に本時の学びをもとにした問いを検討できるため、問題発見
能力を育成するとともに、学習内容のつながりを意識化できます。

＜比較・検討する活動の充実＞
自らの考えをしっかりもたせた上で伝え合う活動を行えるため、
協働的な学びを促進し、思考力や表現力の育成を図ることができます。

自分なりの解決方法を考え、
プレゼンソフト等で表現する学習活動を家庭学習で行います。

家庭学習の問題を解く活動を授業につなぐと･･･

ＩＣＴの活用により、児童生徒の問題意識が家庭学習、
次時までつながるようにします。

「振り返り」をもとに次の問いを表出させ、
家庭学習と次時において追究する問題やめあてを設定します。

家庭学習と授業の学びをつなげるために･･･

＜考えの取り上げ方の事前検討＞
協働学習ツールの活用により、授業を始める前に一人一人の考えを把握
することが可能になり、考えを深めるための構想を練ることができます。

こ
れ
ま
で
の
一
時
間
の
授
業

本時
前時

家庭

別紙２

予習型の例②

授業の導入で
扱う問題を家庭で



ＩＣＴを活用した家庭学習のススメ
～家庭と学校の学びをつなぐ～

家庭学習で知識や技能にふれて授業とつなげる
＜知識・技能にふれる活動の例＞
・教師が作成、配信した動画教材を活用して、家庭学習を行う。
・オンデマンド教材を活用して家庭学習を行う。
・ドリル教材やデジタル教科書等を活用して家庭学習を行う。 など

例．はばプラⅡ算数・数学科「追究する」過程

＜思考力、判断力、表現力等の育成＞
授業中の知識や技能に関わる学習時間を軽減し、ディスカッションや発
展的な問題の解決等の活動を充実することができます。

＜学び方の多様化＞
授業中の基礎・基本の定着に向けた学習活動では、「教師と」「友人
と」「授業動画で」等、多様な方法から選択して学ぶことができます。

動画教材を用いて知識や技能を予習する学習活動を家庭学習で行い、
教師はドリル教材やノートの画像提出等によりその定着度を確認します。

家庭学習の授業動画を用いた活動を授業につなぐと･･･

学習データや導入部での確認テストなどを活用し、家庭学習の定着状
況を把握した上で授業を進めることが大切になります。

指導計画は、授業の計画と家庭学習の計画を関連付けて作成します。

家庭学習と授業の学びをつなげるために･･･

＜個に応じた学びの充実＞
動画を止める、繰り返し視聴するなど、自分のペースで知識・技能の定
着に向けた学習を行うことができるため、問題意識を明確にして授業に
臨むことができます。

こ
れ
ま
で
の
一
時
間
の
授
業

本時
前時

家庭

別紙３

予習型の例③

本時の知識や技能に
事前に家庭でふれる

児童生徒が動画を視聴して学べるよう、事前指導を充実します。


